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沿
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な
森
林
整

備
を
進
め
て
い
く
。

③
学
校
給
食
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ゴ
ミ
等
の
未
利
用
有
機
性
資
源
を

農
地
の
生
産
力
の
維
持
、
増
進
に

必
要
な
堆
肥
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
給

食
残
飯
の
出
な
い
よ
う
児
童

・
生

徒
に
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

④
公
園
の
中
に
立
地
す
る
処
分
場

の
建
設
を
目
指
し
た
整
備
構
想
の

作
業
を
進
め
て
お
り
、
候
補
地
の

特
定
に
全
力
を
尽
く
す
。

⑤
国
の
示
す
新
し
い
解
体
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、
実
施
計
画
を
作
成

す
る
た
め
の
検
討

・
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
基
金
の
積
立
て

の
検
討
等
、
早
い
時
期
の
解
体
に

備
え
る
。

基
本
健
康
診
査
に
Ｃ
型
肝
炎

検
査
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ

Ａ
〔

随
拠
瑚
鞍
醐
中
勲
力ヽ 、
坪
難
貯

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
国

の
導
入
案
で
は
、
老
人
保
健
法
に

基
づ
く
基
本
健
康
診
査
や
政
府
管

掌
保
険
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
の
中
で
導
入
し
、
保
健
所
に

お
い
て
も
検
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
な

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

各
公
民
館
を
巡
回
し
て
い
る
基
本

健
康
診
査
の
中
で
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔ｕ
噺眠錦愉力理却倣神即一

条件整備について

Ａ
Ａ

射
争
肘
師
購
準
在
玲
い
須

・研

啓
発
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
い
う
点
か
ら
も
合
併
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
庁
内
職

員
に
よ
る

「広
域
行
政
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

資
料
の
収
集
、
効
果

。
問
題
点
な

ど
の
研
究
調
査
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
経
過
を
踏
ま
え
、
広
報

等
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
、
啓
発

に
努
め
て
い
く
が
、
当
面
は
協
調

体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

〈
門
】
的
郭

晴

師

の
統
合

、

民
営

化

②
校
区
の
変
更
お
よ
び
統
廃
合
に

つ
い
て

③
公
立
小
浜
病
院
の
整
備
充
実
に

つ
い
て

Ａ
Ａ

知
獅
備
葬
調
れ
時
か
陣
端
韓

い
く
。
さ
ら
に
、
規
制
緩
和
に
よ

り
、
保
育
園
経
営
に
企
業
等
の
参

入
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

民
間
参
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

②
交
通
事
情
の
変
化
、
宅
地
開
発

に
よ
る
生
活
圏
域
の
変
化
等
に
よ

り
、
適
正
規
模
で
の
学
校
教
育
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
、
校
区
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

校
区
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合
は
、

地
域
の
管
さ
ん
の
考
え
を
尊
重
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

③
管
理
者
会
、
幹
事
会
、
病
院
組

合
議
会
で
素
案
を
検
討
い
た
だ
き
、

成
案
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
県
の

理
解

・
支
援
が
ど
こ
ま
で
得
ら
れ

る
か
が
、
今
後
の
大
き
な
問
題
と

な
る
。

健
康
な
市
民
を
育
て
る

「食

育
教
育
」
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

韓
”
】
競
市
メ
勲
難
脚
続
却

た
っ
て
い
る
。
胎
児
を
育
て
る
妊

娠
中
と
食
習
慣
の
基
盤
を
つ
く
る

乳
幼
児
期
は
特
に
大
切
で
あ
り
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー

・
講
習
等
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
食
べ
物
を
選
択

で
き
る
能
力
、
味
が
わ
か
る
能
力
、

食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
る
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
推

進
し
て
い
る
。
子
供
へ
の
食
育
は
、

か
ら
だ
と
心
の
健
康
を
支
え
る
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付

金
事
業
に
つ
い
て

②
市
独
自
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

③
離
職
者
生
活
相
談
ヨ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て

Ａ
Ａ

的
狩
荘
州
輔
額
姉
鱒
球
暇
輸

整
備
事
業
で
あ
り
、
観
光
協
会
に

委
託
し
て
観
光
に
関
す
る
調
査

・

デ
ー
タ
の
整
備
を
行
う
。
平
成
十

ぞQ

清掃センター

小浜第一保育園
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四
年
度
か
ら
は
若
狭
路
博
関
連
環

境
整
備
事
業
、
枯
れ
松
伐
採
と
林

道
の
環
境
美
化
を
行
う
景
観
整
備

事
業
等
々
を
予
定
し
て
お
り
、
新

規
雇
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
三
か

年
で

一
七
〇
人
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。

②
企
業
と
の
懇
談
会
の
開
催
、
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、

さ
ら
に
は
、
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
市
内
企
業
者
の
代
表
か
ら
な
る

小
浜
市
雇
用
推
進
協
議
会
を
開
催

し
、
新
年
度
に
向
け
て
企
業
振
興

条
例
の
見
直
し
や
新
技
術
の
開
発

支
援
等
、
雇
用
拡
大
の
た
め
の
本

市
独
自
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
い

′ヽ
。

③
六
件
の
相
談
と
二
件
の
電
話
に

よ
る
問
合
せ
が
あ
っ
た
。
高
齢
者

の
相
談
が
多
く
、
そ
の
内
容
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
、
複
数

の
課
を
回
る
必
要
が
な
い
こ
と
、

相
談
以
外
の
情
報
も
得
ら
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
有
意
義
に
活
用
い

た
だ
い
て
い
る
。

企
業
活
動
の
根
幹
を
な
す
も

の
は
人
材
で
あ
り
、
優
秀
な

ぞQ
人
材
の
確
保
が
そ
の
企
業
の
将
来

を
決
定
す
る
。
現
在
、
小
浜
市
企

業
振
興
条
例
に
つ
い
て
、
新
規
雇

用
者
数
の
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど

の
検
討
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

技
術

。
新
商
品
の
開
発
や
企
業
家

の
育
成
支
援
に
つ
い
て
も
、
市
独

自
の
助
成
制
度
の
創
設
を
考
え
て

い
る
。
本
市
の
有
利
な
条
件
を
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
で
広
く
情
報
発

信
し
て
い
く
。

①
特
殊
法
人
改
革
と
近
畿
自

動
車
道
敦
賀
線
の
将
来
に
つ

②
市
道
と
国
道
の
ア
ク
セ
ス
な
ら

び
に
道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

③
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

抱
術
漉
樋
靴
輝
韓
拘
嚇
軸
出

敦
賀
線
も

「第
二
者
機
関
」
で
の

検
討
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
の
路
線
が
中
止
さ
れ
た
り
、
完

成
目
標
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
国
へ
の

提
言

・
要
望
活
動
を
重
ね
、
建
設

促
進
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

②
青
井
か
ら
遠
敷
ま
で
の
国
道
二

十
七
号
は
、
自
動
感
応
路
線
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
国
道
が
混
雑
し

た
場
合
、
伏
原
交
差
点
は
、
信
号

機
の
待
ち
時
間
が
通
常
よ
り
少
し

長
く
な
る
。
駅
通
り
の
違
法
駐
車

に
つ
い
て
は
、
常
態
的
に
駐
車
し

て
い
る
車
両
が
多
く
、
警
察
署
と

連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
違
法
駐
車

や
迷
惑
駐
車
を
な
く
し
て
い
く
。

③
民
間
活
力
導
入
相
談
窓
口
を
新

た
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新
規

雇
用
者
等
の
要
件
を
緩
和
す
る
た

め
、
企
業
振
興
条
例
の
見
直
し
を

は
じ
め
、
新
技
術
の
開
発
支
援
等

積
極
的
な
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特

別
基
金
事
業
に
よ
り
、
雇
用
創
出

効
果
の
高
い
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

学
校
週
休
二
日
制
に
対
す
る

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

筆
部
雌
鋭
押
蟻
醜
狩
卿
期
晩

に
使
わ
れ
る
た
め
に
は
、
地
域
の

教
育
力
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
。

子
供
た
ち
が
家
庭
や
地
域
に
お
け

る
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、
自

然
体
験

・
生
活
体
験

。
社
会
体
験

を
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
対
応
す
る
人
間
に
必
要
な

「生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
く

た
め
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
捉

え
て
い
る
。

（
門
】
的
庁
内
の
組
織
整
備
に
つ
い

②
地
区
コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て

③
廃
棄
物
処
理
等
の
広
域
的
な
あ

り
方
に
つ
い
て

④
行
財
政
改
革
を
進
め
る
に
あ
た

つ
て

Ａ
Ａ

抱
岬
独
難
討
殺
購
拘
輔
却
脚

織
の
再
構
築
を
行
う
な
ど
、
市
民

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
組
織
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
公
民
館
の
機
能
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
自
ら
が
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
の
雰
囲
気

作
り
に
努
め
、
各
地
区
の
特
色
あ

る
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り
方
と

考
え
て
い
る
。

③
事
務
委
託
方
式
に
よ
り
、
共
同

伏原の交差点

中央公民館
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【フ】

で
き
る
も
の
は
集
約
し
、
必
要
な

経
費
を
分
担
す
る
こ
と
で
経
費
の

削
減
、
効
率
的
な
運
営
等
、
無
駄

の
な
い
行
政
運
営
が
可
能
と
な
る
。

今
後
、
若
狭
地
区
環
境
衛
生
協
議

会
の
中
で
広
域
化
計
画
の
協
議
を

進
め
て
い
く
。

④
近
年
、
自
治
体
財
政
も
決
算
主

義
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
、
中
長
期
的
に
財
政

状
況
を
展
望
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
将
来
の
財
源
不
足
に
備
え
、

平
成
十
二
年
度
は
経
費
を
削
減
し
、

積
立
て
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
経
費
の
中
で
、
地
域
の

要
望
に
つ
い
て
は
精
査
し
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

Ａ

姉

誘

髄

軽

鵡

弾
力
性
を
確
保
す
る
に
は
、
（
ア
）

職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
を
図

る
。
（イ
）
補
助
金
の
目
的

・
効
果

等
の
検
証
に
よ
り
、
見
直
し
を
行

う
。
（ウ
）
内
部
経
費
の
削
減
を
徹

底
す
る
。
（
工
）
行
政
評
価
制
度
に

基
づ
き
、
効
率
的
な
事
業
執
行
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
歳

入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
に
努
め
、

観
光
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
や
県

立
大
学
の
学
部
化
等
も
含
め
、
交

流

・
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
、
税

収
の
増
を
図
っ
て
い
く
。

〔ｕ
剰泰翻的弾揮預購殺詢的

市
政
の
実
現
に
つ
い
て

②
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

③
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

Ａ
〔

知

つ 行
軸
舶
鄭
鵜
醍
鵬
難
舛
諦

識
改
革
で
あ
る
。
コ
ス
ト
感
覚
を

身
に
つ
け
、
少
な
い
経
費
で
効
果

の
上
が
る
方
法
や
手
法
を
選
択
で

き
る
能
力
を
取
得
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各

種
研
修
や
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
職
員
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。

②

（
ア
）
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点

的
に
配
分
す
る
。
（イ
）
中
長
期
財

政
計
画
に
よ
り
健
全
財
政
を
目
指

す
。
（ウ
）
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
予
算
特
別

枠
を
設
け
る
。
（
工
）
事
務
事
業
評

価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
を
図

る
。
（オ
）
国

・
県
の
事
業
採
択
に

あ
た

っ
て
は
、
制
度
の
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
補
助
制
度
に
つ
い

て
も
比
較

・
調
査

・
検
討
を
行
う
。

③
第

一
に
、
事
業
の
内
容
が
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
。
第
二
に
、
コ
ス
ト
の
分
析
、

事
業
目
的
の
達
成
度
や
市
の
関
与

の
妥
当
性
あ
る
い
は
市
民
の
ニ
ー

ズ
、
公
立
性
、
緊
急
性
が
あ
る
か

等
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

●
議
会
だ
よ
り
が

変
わ
り
ま
す

こ
の
ほ
ど
、
議
会
だ
よ

り
の
編
集
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
委
員
会
か
ら
、

中
間
報
告
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

平
成
十
四
年
二
月
の
議
会

だ
よ
り
か
ら
紙
面
を
二
色

刷
り
と
し
、　
一
般
質
問
に

つ
い
て
は
、
質
問
者
の
民

名

・
顔
写
真
を
掲
載
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

細
部
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
更
に
委
員
会
で
詰
め
、

全
員
協
議
会
等
で
了
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

次
回
か
ら
は
市
民
の
曽
様

に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
ヽ
情
少
４
の
提
全
育
成
に
対
す
る
還
！！本
理
捻
一

方
針
を
確
立
す
る
こ
と
。・　
！　
　
！　
！
！

二
、
家
庭
、
教
育
現
場
一
地
域
社
会

の
責
務
を
明
確
に

す
る
こ
と
。
　

■
　
　
　
　
　
！
！　

！　

　

！

三
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
を
確

立
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

四
一
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
旧
害
す
る
有
害
環
境
の

規
制
項
目
を
強
化
、　
一
元
化
す
る
こ
と
。

五
、
青
少
年
に
対
す
る
淫
行
処
罰
規
定
を
強
化
す
る
こ
と
。

目
的
（



一 市議会だより

■
社
会
教
育
委
員
の
会
と
の

意
見
交
換
会
（Ｈ
・３
・
・０
。
２９
）

学
校
週
５
日
制
、
公
民
館
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
、
公
民
館
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
体
制
、
業
務

内
容
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
勝
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
解
体
を
視
察（Ｈ
・３
・
止
。
２２
）

勝
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

解
体
に
か
か
る
経
緯
な
ら
び
に
費

用
等
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
現
場
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

■
小
浜
小
学
校
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
と
の
意
見
交
換
会

（Ｈ
・３
・
・１
・
２４
）

同
盟
会
よ
り
経
過
報
告
を
受
け

た
後
、
建
設
場
所
、
校
区
の
問
題

等
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
す
る
中
で
、
様
々
な
問
題
提

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
小
浜
市
校
長
会
と
の

意
見
交
換
会
（Ｈ
‐３
。
・１
・
３０
）

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
教

育
、
学
校
図
書
、
通
学
途
上
の
安

全
確
保

（歩
道

。
除
雪
等
）
、
学
校

週
５
日
制
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
撤
退
に
伴

う
交
通
手
段
の
確
保
等
、
多
方
面

に
わ
た
っ
て
現
場
の
声
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
出
さ
れ
た
事

柄
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
教
育
委

員
会
の
皆
さ
ん
と
懇
談
す
る
機
会

を
持
ち
、
市
の
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

昨
秋
十

一
月
六
日
、
小
浜

・
上

中

・
今
津

・
朽
木
総
合
振
興
協
議

会
の
議
員
二
十
二
名
が
、
主
要
地

方
道
小
浜
朽
木
高
島
線
改
良
計
画

の
小
浜
市
池
河
内
～
朽
木
村
木
地

山
地
係
を
現
場
踏
査
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
雨
の
た
め
、
計
画
し

て
い
た
踏
破
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
両
地
点
の
林
道
付
近
を
踏

査
し
、
認
識
を
深
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

ま
た
、
十

一
月
二
十
九
日
に
は
、

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

藤
井
譲
治
教
授
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、
「近
江
と
若
狭
を
結
ぶ

路
」
と
題
し
、
古
代
か
ら
近
代
ま

で
の
当
地
域
の
歴
史
的
な
つ
な
が

り
、
変
遷
等
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
、
四
市
町
村
の
議
員
、
職

員
が
有
意
義
な
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

嶺
南
市
町
村
議
長
会

（嶺
南
人

市
町
村
の
議
会
で
構
成
し
、
小
浜

市
議
会
議
長
が
会
長
）
が

一
月
九

日
、
栗
田
知
事
、
西
村
県
議
会
議

長
な
ら
び
に
関
係
部
長
等
に
対
し

て
、
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
早

期
完
成
な
ど
、
当
地
域
が
抱
え
る

重
要
事
項
、
二
十
六
項
目
に
つ
い

て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
課

題
と
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ意見|‐■要望|をお1寄せ(ギ いヽ| ホームベージで

会議銀がこ寛になれます。

小浜市のホームベージで、平成
13年 9月定例会からの会議録
をご覧になることができるよう

になりました。
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